
晴れの北近畿は春の陽気

 

 

 

　１月に続いての旅である。しかも、今回は目黒君と楠君との３人旅である。この３人で

の鉄道の旅というと、学生時代の九州以来15年ぶりとなる。

　現在、楠君は長く勤めた会社を退職して、新たな一歩を踏み出す前の充電期間中である。

その間にどこかへ行こうと以前から話していたけど、この度、平成 18年２月24～26日の

３日間で行くこととなった。そういうわけで楠君の意向を尊重したプランを立てることに

した。

　楠君の意向というのは、旅とは関係のない普段のメールでのやりとりの中から引き出し

たものだ。要は冬の旅なら温泉に入りたい、ということだった。冬の温泉で泊まるとなる

と、宿で食べるのは必然的にカニということになる。

　ところで、私は先月に廃止目前の「出雲」に乗っている。それとは別に廃止はされない

のだけど、ぜひ乗っておきたい列車がある。それは大阪と山陰本線の香住・浜坂・鳥取を

それぞれ１往復ずつしている特急「はまかぜ」だ。乗りたい理由は 181系特急型気動車を

使用した最後の定期特急だからである。

　昭和43年に登場した特急「しなの」で営業を開始した車両で、走り出してもう 40年近

くになる。四国でも特急「しおかぜ」や「南風」として走っていたけど、既に十数年前に

新型車両に置き換わっている。そして、少しずつ仲間を減らし、昨年の春のダイヤ改正で

益田－下関間の特急「いそかぜ」が廃止されて、とうとう「はまかぜ」のみとなってし

まった。車両の塗装は旧国鉄色ではなく、ＪＲ西日本の特急色になっているけど、181系

には変わりはないので、廃止とか置き換えとか言われる前に乗っておこうとかねがね思っ

ていたのだ。

　冬の温泉、カニ、特急「はまかぜ」乗車まで決まると、もう行き先はおのずと定まって

くる。前回と同じような地区ではあるけど、但馬もしくは丹後半島方面にしようというこ

とになった。同じような地区といっても、この辺りは兵庫県や京都府の北部なので、山陰

地方には当たらず、いわゆる北近畿といわれるところだ。目黒君の意向が出てこないけど、

こういう場合、彼は私に完全に下駄を預けてしまうので、私としてはプランを立てやすい。

今回もこちらに任せている。

　しかし、ここまで絞り込んでもプランはなかなか決まらない。どこを観光するか、「は

まかぜ」は全区間乗るか途中で降りるか、宿のランクはどの辺りが妥当かなどいろいろな

案が浮かんでは消えた。それについて目黒君や楠君にも意見を聞いてみたりもした。その

結果、遅々としながらも、２週間前にやっとプランが決定をみて切符や宿の手配に入った。

本当はもう一週間前に決めておきたかったのだけど仕方ない。拙速でまずいプランになっ

ても面白くないだけだ。でも、２人から意見を聞いたことでプラン作成は大きく前進した。

私だけで決めていたら、果たして２週間前になっても決まっていたかどうかは疑わしい。

　吟味したが故の２週間前なのか追い詰められた末の２週間前なのかで内容は相当変わっ

てくる。とはいえ、プランの良し悪しばかりは実際に行ってみないと分からない。ただ、

ぎりぎりまで迷ったせいか宿に関しては初日の金曜日は選べるほどあったけど、翌土曜日

は１軒しか残っていなかった。

　曲折の末、決まったのは初日に大阪駅に集合すると、ここから浜坂行きの特急「はまか

ぜ１号」に乗る。これを全区間乗って、浜坂ですぐ折り返す。２つ目の餘部で降りて余部

鉄橋を渡る列車を撮影する。この日はさらに東へ戻って城崎で泊まる。次の日は豊岡へ移
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動して、そこからバスで
い ず し

出石へ出て、城下町の散策と蕎麦を楽しむ。時間があれば、豊岡

に戻って玄武洞を訪れる。それから再び浜坂へ向かい、湯村温泉で泊まる。最終日は鳥取

で小休止の後、特急「スーパーおき５号」に乗って、終点の新山口で解散となる。悩んだ

割にはシンプルな出来上がりである。

　帰りの「スーパーおき」については行きと帰りでルートが重ならないようにして変化を

付けたわけだけど、楠君はほぼ順路のようなものなので問題はなく、私も新山口経由で異

存のないところである。むしろ私などは伯備線や智頭急行線で帰れば無駄がなく、早く帰

れるのに、ルートが奇抜なので山口線経由のほうが面白いと思うくらいだ。でも、目黒君

はそうもいくまい。例えば、鳥取から「スーパーおき５号」とほぼ同時刻に出る「スー

パーはくと８号」で京都まで乗って、新幹線に乗り換えると、「のぞみ 140号」に接続し

て、東京には 18時 53分に着くことができるのだ。一方の新山口経由だと、「のぞみ 32

号」になる。これは新大阪以西では最終の東京行きである。最終でも東京まで帰ることが

できるから、こういうルートを組み込んだのであるけど、目黒君は一時「検討する」と難

色を示していた。それが、当日が近づくにつれて、「興味がある」になり、「乗る」に変

わった。これで障害はなくなった。いよいよ３人での旅が始まる。

 

　朝の４時。いつものことながら尋常ではない時間に起きる。私の旅立ちは朝が早いか夜

が遅い出発なので、いつも慌ただしい。いずれにしても時間を有効に使おうという目的で、

私自身納得して出かけているので、何の問題もない。

　４時 15分に呼んでおいたタクシーに乗って高松駅に向かう。昨夜は０時を回ってから

寝たので、さすがに眠たい。でも、大阪まで寝ずにがんばろうと思う。

　４時 25分頃に高松駅に着く。そのまま改札を通って正面の５番線の「マリンライナー

２号」に乗る。たったの２両で、「マリンライナー」では一番短い編成である。他のホー

ムには次の「マリンライナー４号」になるだろう列車と各駅停車らしいのと２つの編成が

停まっている。でも、それだけの列車しかホームに入っていない。４時半ならやむを得ま

い。

　４時 38分、発車。「マリンライナー２号」は終点の岡山までほぼ各駅に停まっていく。

でも、坂出までは乗る人はわずかしかおらず、坂出で初めてまとまった乗車があった。朝

の４時や５時だから空いているというのは、こういう新幹線に接続する列車には関係ない

ようだ。そういう傾向を如実に表すこの列車は時間に関係なく、岡山に近づくにつれて混

雑していく。

　坂出を出て、瀬戸大橋まで行かないうちにまどろんでしまった。４時間程度しか寝てい

ないから当然だ。児島や茶屋町で乗り込んでくる気配で目が覚めたけど、それ以外ではほ

とんど寝ていた。岡山に着いたのもどやどやという人の動きで気が付いたくらいだ。見る

と、ものすごい数の人が乗っていた。ホームには折り返しの「マリンライナー３号」にな

るこの列車に乗ろうという人が何人か待っていた。例によって、新幹線乗り場へ走る人が

目立つ。

　そんな人たちをよそに、私は在来線に乗る。本来なら山陽本線経由となるところだけど、

久しぶりに赤穂線に乗ろうと思う。赤穂線に乗ったのはいつ以来だろう。多分、平成７年

夏の「急行三昧」が最後なのではないか。随分とご無沙汰しているものだ。

 

　これから乗るのは５時 51分発の播州赤穂行きである。播州赤穂では新快速の長浜行き

が接続しているので、ちょうどいい。その新快速には岡山を６時 18分に出る山陽本線経

由の姫路行きが相生で接続しているけど、席に座れるかどうかの保証はない。赤穂線経由
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にしたのはこういうところにも理由がある。

　今、岡山駅は改装工事の真っ最中で、各線とも乗り場が多少変わっている。はっきりそ

う言えるほど岡山駅の発着番線に精通しているわけではないけど、少なくとも四国各線の

発着番線が違っているくらいのことは分かる。

　115系の７両ないし８両の編成だ。朝のラッシュに対応した長めの編成である。時間が

来て発車する。赤穂線といえども、この時間帯はこれくらいの両数は必要なのだろう。

　６時前なので辺りはまだ暗い。高島、東岡山では早くも下りの岡山方面の列車を待って

いる人がいる。会社員、高校生さまざまだ。みんなこんなに朝早くから職場や学校へ行っ

て何をするつもりなのだろう、とつい思ってしまう。もっとも、毎日早朝から会社へ行っ

て、鍵を開けている私がこういうことを不思議がるものでもない。

　東岡山で児島行き普通列車と行き違う。ここで山陽本線から分かれ、右へ向かう。

　赤穂線は山陽本線より海寄りに敷かれているので、つい海沿いを走る線だと思われがち

だけど、あまり瀬戸内海を見ることはできない。学生時代に初めて乗ったときにがっかり

したことを思い出す。その分、田んぼや山が沿線を占めるので、のどかな風景が続いて、

のんびりした気持ちになる。

　一旦、明るくなり出すと、みるみるうちに空の濃い紺が淡くなっていく。西大寺辺りか

らやっと辺りが見えるようになり、山の稜線もはっきりと見え出した。

　吉井川を渡って、トンネルをくぐる。先ほども書いたとおり、赤穂線は山陽本線より海

側に敷設されているのだけど、トンネルの数はけっこう多い。これから再度合流する相生

までに山陽本線は県境の１個だけなのに対して、赤穂線は 10個以上もある。意外だけど、

そのようになっている。

　
おおどみ

大富は田んぼの真ん中の駅だ。オレンジに染まった東の空の中にわずかに見える雲のシ

ルエットが幻想的だ。東のほうはもう明るい。上空には月と金星しか見えない。今日は天

気がよさそうだ。

　
お く

邑久は画家の竹久夢二の生家があるということで知られており、近くに夢二の美術館も

ある。降りる人はあるけど、用務客ばかりで、こんな早朝からそこを訪れるような人はい

ない。ここまでは降りていく人ばかりで、私のいる３両目は私一人になってしまった。

　邑久からは岡山平野の東端の田んぼが広がるところを北へ上がる。そして、前回も書い

たけど、刀の町の長船から次の
か が と

香登への区間では香登の手前で正面に新幹線の高架が見え

たかと思うと、寸前で直角に曲がる箇所がある。鉄道だから、もちろん 90度に曲がると

いうことはないけど、乗っていると本当にそう見えるのだ。ここから備前片上を過ぎた辺

りまで国道２号を挟んで併走が続く。

　少し高いとことろを走って、トンネルに入る。そのトンネルを抜けると、右手遠方に瀬

戸内海が見える。西片上の手前には赤穂線のガードの真下に小さな川に沿って遊歩道があ

る。これが15年前に廃止となった同和鉱業片上鉄道の廃線跡である。

　私は学生のとき、この片上鉄道が廃止になる直前に乗りに出かけたことがある。山陽本

線の和気から古めかしいディーゼルカーで吉井川に沿って北上し、終点の棚原まで行き、

折り返し和気を通り越して、もう一方の終点の片上まで全線を乗り通りしている。片上駅

には多くの側線があり、主力であった貨車の他に、展望デッキ付きの客車も並んでいて、

こんな楽しい鉄道がなくなるのかと思ったものだ。あれからもう15年も経つ。

　６時32分、主要な駅の一つである備前片上に着く。ここで 10分停車する。辺りはもう

すっかり明るくなった。待っていると、相生方面から新見行きが入ってきた。先ほどから

児島行きとかこの新見行きとか、岡山をまたいで他線区へ直通する列車を多く見かける。
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これは山陽本線、伯備線、宇野線、赤穂線といった電化された線区同士で相互に乗り入れ

ているのだ。列車運行上効率がいいのか、旅客の流れから岡山で切らずに通しで運転した

ほうが乗客のニーズに合っているのか、それは分からないけど、意外な線区からの乗り入

れは、時刻表を見ているだけでも面白い。６時42分発。

　備前片上を出ると、またトンネルに入る。それを抜けて、右にカーブを切って大谷川に

沿う。河口付近まで行って東に向きを変えるとトンネルが続く。３つ目のトンネルを出た

ところが
ひ な せ

日生である。ここで２分停車する。目の前には瀬戸内海が広がり、
しょうどしま

小豆島行きの

フェリーが朝日を受けて浮かんでいる。岡山方面のホームは学校や職場へ行こうという人

たちで埋まりつつある。やって来たのは三原行きである。

　日生を出ると、にわかに山が迫ってくる。相変わらずトンネルが続き、２つの峠を越え

て兵庫県に入る。その最初の駅、備前福河は山と田んぼに囲まれた荒涼とした風景の中に

ある。

　兵庫県の最初の駅なのに、駅名に「備前」を冠しているのは妙だけど、開業当時は岡山

県に属していており、福河村であった。しかし、一旦日生町と合併したものの、隣県なが

ら昔から赤穂市との結びつきが強く、住民もそちらとの合併を望んだため、昭和 38年に

日生町からの離脱、赤穂市に編入という道をたどっている。それでも、駅名はそのまま残

されていて、面白くも複雑である。

　工場の引込み線もある天和を経て、急に左右が開けて７時 08分、播州赤穂に着く。天

和からは違う線になったかのように都会的な雰囲気になった。

 

　次に乗るのは７時 16分発の長浜行き新快速である。既に列車はホームに入っていて、

徐々に増えていた乗客のほとんどが新快速に乗り換えている。ここで降りていった人はわ

ずかである。

　同じホームでの乗り換えだから労せず座ることができるだろうと思ったけど、その考え

は甘かった。８両という長い編成なのに２人席には座れず、ドア付近の４人席になってし

まった。２人席なら前のシートとの間隔が比較的広いので窮屈な思いをしなくても済むの

だけど、４人席となると向かいの人の膝が接触するし、乗客の入れ違いがある度にこちら

も
よ

避けたりしないといけないので、あまり落ち着かない。でも、山陽本線経由で姫路から

この新快速に乗っていたとしたら、まず間違いなく席に着くことはできなかっただろうか

ら、膝が閊えたり、足を避けたりするくらいのことは我慢せねばならない。座って動く景

色が見られるということは何とも贅沢なことだと思う。

　７時16分、大勢の乗客を乗せて発車する。ここから大阪までは約１時間 40分。到着は

９時前だ。出勤の列車としてはちょうどいい時間帯を走るから、全線を通して混雑するの

だろう。

　千種川に沿う平坦なところを走る。その千種川を渡って長いトンネルを抜けると、住宅

街に出て西相生に着く。播州赤穂までが大阪の近郊区間に入っているのは、沿線の人口密

度が高いのがここまでだということなのだろう。西相生は地味な駅だけど、周りは住宅の

密集地だから、近郊区間の恩恵を受けることができるのだ。

　佐方川を渡って、また長いトンネルを通る。そのトンネルを出ると、黄色い陽射しを受

ける。左手に山陽新幹線と山陽本線が見えてきて、相生に着いた。７時27分着。

　さらに大勢の人を乗せて発車する。竜野を出ると、
い ぼ

揖保川を渡って播磨平野に入る。

　次の
あ ぼ し

網干には 15年ほど前に降りたことがある。初めて赤穂線に乗ったときと同じとき
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なのだけど、列車に乗って高松に帰っているときに乗っていた列車がたまたま網干止まり

だっただけで、別に網干に用事があったわけではない。田んぼの真ん中に駅があり、駅前

には若干の住宅が、駅裏にはあまり使われていないロータリーがあり、側線には電車がた

くさん停留されている、そんなイメージだった。でも、今はベッドタウンとなったようで、

住宅は増え、電車も新型の321系などが停まっている。15年も経てば、様子も大きく変わ

る。

　７時52分、姫路着。ここからが新快速の本領発揮である。

　姫路駅の高架工事が始まってからもう５年くらいになるだろうか。まだ完成していない

けど、かなり進んでいる。現在のホームと新幹線の高架の間にあった側線部分にコンク

リートの高架橋が東西に伸びていて、既に架線も張られている。駅の北東にある大量の側

線には一両も車両が停まっておらず、いずれ外されるのかもしれない。７時53分発。

　しばらく新幹線と併走する。２つ目のひめじ別所で貨物駅が見えてきた辺りで新幹線と

分かれていく。その次の曽根では通過用の中線が撤去されていた。どちらも通過駅なので

一瞬で走り去って行く。

　加古川を渡って、加古川に着く。１年前に高架になったばかりでまだ新しい。降りる人

はあまりおらず、ここでもたくさん乗ってくる。それまでドア付近だけにいた立ち客は通

路を埋めるまでになってきた。こんな状況で立つことなど慣れていたとしても楽しいもの

ではない。

　土山の手前で見覚えのない黒い大きな五重塔を見ると、そろそろ播磨平野も終わりに近

づき、魚住付近で新幹線が見えてきた。

　京都からの特急「スーパーはくと１号」倉吉行きとすれ違って８時 15分、西明石に着

く。ここで乗客が入れ替わる。全体的には若干増えたようである。とはいえ、私はずっと

座っているので影響はない。ただ、乗客もあまりに多いと圧迫感を感じて息苦しくなり、

落ち着かない。

　ここからは複々線となり、走行中の列車も追い抜いていく。野洲行きの快速電車が先発

していく。１分後にこちらも出る。次の明石に着いた頃に、またあちらは出ようとしてい

る。

　明石でも乗客が入れ替わる。今度は若干どころの騒ぎではない。反対側の窓が見えない

くらいに混んできた。私は進行方向の右側すなわち海側に座っているのだけど、逆の山側

の左側が見えなくなっている。当然、明石城も時計台も見えない。通路を挟んだ反対側に

座る人すら見えないのだから、景色など見られるはずがないのである。

　明石を出ると瀬戸内海が開けてきて、朝霧を過ぎた辺りで明石海峡大橋が見えてきた。

瀬戸内海は穏やかで、いかにも瀬戸内らしい。その穏やかさは冬の弱い陽差しをさらにや

わらかなものにしている。

　垂水付近で特急「かにカニはまかぜ」香住行きと行き違う。名前は安直だけど、スト

レートなネーミングではある。正にカニを食べに行く人のための列車である。これもまた、

181系気動車を使用している。現地での時間を有効にしたいため、一時この列車で北近畿

に入ろうかと思った。でも、そうすると大阪まで「なは・あかつき」京都行きに乗らねば

ならず、楠君はちょっと逆方向へ移動してもらって、新山口から乗ればいいけど、私の場

合は宵のうちから最終の「マリンライナー」で岡山へ行って、朝の５時まで待った上に寝

台券か指定券を買って乗らねばならず、何の因果でそこまでせねばならないのかと考える

と馬鹿らしくなり、こうしてまともな行程で旅をしている次第である。

　兵庫を経て、神戸に着く。乗客の流れは同じで、大勢乗っていることに変わりはない。

ここでは高槻行きの各駅停車と同発となった。短い駅間を小まめに停まる通勤型車両は特
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急・急行型や近郊型の電車と違って加減速がいい。だから、今もスタートダッシュに勝る

高槻行きに元町まではリードを許したけど、通過駅の有無と最高速度の差で一気に抜き

去ってしまった。抜くほうと抜かれるほうのお互いの表情をお互いが見るような格好にな

るので、抜かれるほうは何だか悔しそうな表情をしている。

　目を閉じると、寝てしまいそうだ。メモを取るノートを落としそうになる。三ノ宮では

若干乗客の間に隙間ができた。芦屋でも少し減って、息苦しさも少しは解消される。

　甲子園口を出て、武庫川を渡る。空はいつの間にか薄曇りになっている。まさか雨は降

らないと思うけど、曇ってくるとちょっと心配になる。

　尼崎では大量に下車していったと思ったら、ホームで待っていた人がどっと乗ってきた

ので、また元の混雑に戻った。もっとも、降りた人の７割か８割程度の乗車だから、さら

に空間ができてきた。ホッとしていると、次の停車駅はもう大阪である。

　神崎川、新淀川を渡って大阪に着く。８時 58分着。姫路からわずか１時間５分で着い

た。昼間はもう少し速く走るけど、これでも十分だ。人波に乗って降りる。今度は降りた

人の６、７割くらいの人が入れ替わりに乗って、間もなく発車していった。

 

　この時間の大阪駅に降りることはほとんどない。もうラッシュのピークは過ぎているの

で、人ごみはさほどでもなく、普段見ている大阪駅の姿である。

　大阪に着く前に２人から相次いでメールが届いていて、目黒君は 10番線のホームの下、

楠君は３番線にいるという。こういう連絡があっても、ラッシュの終わった大阪駅とはい

え、人の数は高松の何倍も多いからなかなか見つけることができない。それにホームの下

といっても下りる階段によって場所が違ってくるから、一体どこにいるのか見当も付かな

い。

　ホームの下をウロウロしていると、目黒君の姿が見えた。合流して３、４番線のホーム

へ上がると楠君にも会って、これで３人が揃った。３人が揃うのは、実に４年ぶりのこと

である。楠君と私、目黒君と私という組み合わせはよくあるのだが、３人一緒というのは

本当に珍しいことだ。

「ところで斉さん、どうやって来たん？」

「ん？朝一の『マリンライナー』で在来線。しかも赤穂線経由」

　目黒君が私ならやりそうなことだという顔をして笑っている。

「なんや、せっかく席空けて待っとったのに」

　楠君は今朝、新幹線で徳山を朝一番の６時 48分発「ひかり 442号レールスター」に

乗ってやってきた。朝一番の列車ということもあって大変混んでいたそうで、それでも岡

山から私が乗ってくると気を利かせてくれて、席を確保していたらしい。でも、その私が

乗ってこなかったので、さぞ気まずい思いをしたことだろう。

「それは悪いことをした」

「目黒君は？」

「『銀河』で今朝着いた。朝の『のぞみ』でも間に合うけど、朝早う起きて東京まで出る

んが面倒くさかったけん」

「Ａ寝台にしたんの？」

「そうや」

「おぉ、なかなかリッチやん」

　これは目黒君から私に「銀河」の寝台券を取りに行くというメールが来たときに、冗談

で「Ａ寝台か。ええのぉ」と送り返したところ、本人はＢ寝台を取るつもりだったのに、

本当にＡ寝台を取ってしまったのだという。
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「いや、取ろう思とったわけではないんやが…」

　今度は私が笑う番であった。三者三様の手段でやってきて、こうやって集まったわけだ

が、まず無事揃ったのはめでたい。

　この３、４番線は特急が発着するホームで、他のホームと比べて、ゆったりしている。

客層も違うように感じる。少しすると、新大阪方面から特急「北近畿３号」が入ってきた。

ホームにいた人たちがぞろぞろと乗り込んで、すぐ発車して行った。それを見ていた楠君

が、

「これさっき新大阪で見たぞ」

「新大阪始発やけんの」

「え？新大阪ってあっちなん？」

　と新大阪方面を指差して、不思議そうな顔をしている。

「そうや、姫路は向こう（西）や」

「いかん、方向が分からんようになっとる」

　楠君はバイクを駆っていろいろなところへ行っているから、そもそも方向音痴ではない。

そんな楠君を惑わせるのも大阪駅のなせる業であろう。３番線に金沢からの特急「雷鳥４

号」が入ってきた。

　ホームの駅弁売り場で思い思いの弁当を買う。目黒君は「ひつまぶし」、楠君は「大阪

すし」、私は「柿の葉寿し」を買う。「柿の葉寿し」は奈良の駅弁だから始めはどうかと

思ったけど、３種類の味が楽しめると書いてあるので、これを買うことにした。

　それにしても、「はまかぜ」の入線は

遅い。時刻表によると、発車２分前と

なっている。これでは落ち着いて写真を

撮ることもできない。でも、ここで外観

だけでも撮っておかないと、浜坂では３

分の接続で上りの豊岡行きに乗るから、

ゆっくり撮る暇がない。ホームに入って

きたときに編成全体を撮影した。あとは

必要最低限のものを撮って乗り込む。

「折り戸や」

　と楠君が驚く。鉄道の車両のドアで折

り戸というのはたいへん珍しい。この他

にはキハ 65形気動車や急行、特急用の客車くらいのものだろう。他にもあるかもしれな

いけど、大体それくらいのものだろうと思う。

　中に入ると、われわれを含めて３組か

４組くらいしか乗っていない。でも、こ

れはもともと予想していたことだ。

　私たちが乗る「はまかぜ」は、大阪を

出ると姫路まで山陽本線を西下して、姫

路から播但線に入って和田山に出て、山

陰本線を走る特急である。「カニと温

泉」という
くく

括りでいうと、香住や浜坂へ

行く「はまかぜ」も十分利用価値のある

列車ではあるけど、先発した「北近畿」

のほうは１時間に１本走っていて、行き
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先も城崎温泉である。それに電車だから速度も速い。しかし、それ以上に「はまかぜ」の

乗客がこうも少ないのは、山陽本線を走る姫路まではわざわざ特急に乗る必要がないから

である。新大阪から新幹線に乗ってもいいし、大阪から姫路までは「はまかぜ」と所要時

間にほとんど差のない料金不要の新快速で走ってもいいわけだ。だから、乗客が増えるの

は姫路からだろう。

　さて、この「はまかぜ１号」は当初から乗りたいと思っていた列車だから、始発駅から

乗るのに、珍しく指定席を買ってある。なぜかというと、指定席を取ると、切符に列車名

が記されるからだ。１週間を切った段階で切符を取りに行ったけど、うまい具合に３人分

並びで取れた。ただ、この時点では何も考えずに席を取ったので、これで大丈夫だろうか

という懸念が生じてきた。

　というのは、この 181系という車両の普通車は座席２列分の大型窓になっている。ちゃ

んと取れていれば、向かい合わせの席にして大窓１枚を占拠できるけど、下手をすると、

真ん中に窓のフレームが来ることになる。これでは視界が狭くなるばかりでなく、車窓風

景を見るにも邪魔になって、撮影にも支障を来たしてしまう。

　この窓の配置をインターネットで調べてみた。いろいろなサイトを見てみたけど、窓の

並びと座席番号が分かるようなのがなく、なかなか確証を得ることができない。それでも

恐らくこれだろうというのを見つけ、うまく大窓１枚が取れるかどうか半信半疑に思いな

がらも、指定席を取った翌日に変更に行ったのだ。果たしてどういう窓配置になっている

か。

　恐る恐る指定された席に行ってみると、

幸い大窓１枚が取れていた。これで気兼

ねなく窓外を眺めることができる。やは

り広い窓を占拠できるのは気持ちがいい。

通路を挟んで反対側にいるおばさん４人

のグループの座る席はフレームが真ん中

にきている。でも、景色を見るより話を

楽しみたい様子だから、窓枠がどう来よ

うと関係ないようだ。

　荷物を置いて席に座ると、間もなく発

車する。エンジンが大きな唸りを上げて

ゆっくりと動き出す。

「おぉ、これや」

　楠君が悦に入っている様子だ。181系ならではというよりは国鉄型の気動車特有の緩慢

であり力強いスタートだ。緩慢だからスピードに乗るまで少し時間がかかる。それでも、

そこは特急である。大阪駅のホームを出る頃には、そこそこのスピードになっていた。

　通常は４両編成の「はまかぜ」だけど、今日は７両である。今日はというより、この季

節はずっと７両のようである。カニ、温泉、スキーなど北近畿、山陰へ行くには事欠かな

い。特に週末は４両ではさばき切れないに違いない。

　特急とはいえ、旧式の車両を使った「はまかぜ」は全力で走っても姫路まで行くのに１

時間以上かかる。この「はまかぜ１号」の場合でいうと、１時間８分も要している。一方

の新型の電車で運転されている新快速は大阪－姫路間を 58分で走破してしまう。両者の

差は10分もあり、どちらが特急か分からないような現象が起きている。

　新快速は 15分おきに運行されているから、この 10分の差は大きい。大坂９時 30分発

の新快速が出た直後の９時 33分に「はまかぜ１号」が出て 10時 41分に姫路に着く。一
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方、後発の大坂９時 45分発の新快速は「はまかぜ１号」が姫路に到着したわずか２分後

の10時 43分に到着してしまうのだ。しかも、「はまかぜ１号」は姫路で４分停車するか

ら、この後発の新快速の乗客も「はまかぜ１号」に乗ることができるのである。これは

181系「はまかぜ」の最高速度が時速 120キロなのに対し、223系新快速のそれは時速 130

キロと10キロの差があるからである。

　まるで隙間産業のような趣きの「はま

かぜ」の面目は山陽区間では丸つぶれで

ある。しかも、12分差を２分にまで縮め

られるとあっては、我関せずと悠長に構

えて走るわけにもいかない。それでも、

播但線では線内唯一の優等列車として幅

を利かせている。

　姫路まではほんの１時間ほど前に通っ

た道である。でも、新快速の大混雑の中

で座ってはいたけど、カメラを取り出す

ことなく、車窓を眺めるだけであった。

今回２度目の須磨、明石の海岸沿いに出

ると、今度は目黒君ともどもカメラを出して明石海峡大橋を撮る。間近に見えても障害物

はあるから、思ったようにうまく撮れない。海岸に見える松林などは風景に溶け込んでい

いものだが、レストランやホテル、マンションなどの建造物は、点景にはなりにくい。

　橋を撮ったところで、箸を取って駅弁

を食べることにする。開けると、柿の葉

に包まれた四角い小さな寿しが９つ並ん

でいて、鯖、鮭、穴子の３種類のネタが

３つずつある。包んである柿の葉を１つ

ずつはがして食べるのだが、はがすと、

柿の葉のいい香りがする。酢飯にもこの

香りが残っていて、それが寿しの味と相

まって、落ち着いた上品な味になってい

る。ネタはどれも脂の乗ったものばかり

だけど、あまり癖はなく食べやすい。小

さな寿しなので、９つといってもすぐに

なくなった。

　ところで、この特急「はまかぜ」は昭和 47年３月に誕生した。その半年ほど前に登場

した新大阪－鳥取間の臨時特急「ゆあみ」が源流にあたる。試験的な意味合いもあったよ

うで、「ゆあみ」の好調が「はまかぜ」誕生につながった。

　当時は大阪－鳥取間、新大阪－倉吉間に 80系気動車によって各１往復設定された。急

行「但馬」が存在していたこともあり、播但線内は特急らしくノンストップで運行されて

いた。80系時代は食堂車が連結されていた時期もあり、国鉄最後のダイヤ改正である昭

和61年の11月には３往復にまで成長した。

　平成５年には全列車が大阪発着となり、翌平成６年には智頭急行線の開業による「はく

と」新設に伴い２往復に戻される。でも、平成８年には急行「但馬」２往復が廃止、その

うちの１往復が特急に格上げされて、再び３往復体制となる。このときから播但線内も停

車するようになって現在に至る。この間、行先は様々に変わったけど、今は香住、浜坂、
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鳥取に各１往復となっている。香住発着の列車はこの時期のみ浜坂へ延長運転される。

　加古川で臨時停車しながら 10時 41分、約２時間ぶりにコンクリートの高架が続く姫路

に着く。ここから播但線に入る。と同時に列車の進行方向が反対になる。これまで私が進

行方向に向かっていたのだけど、ここからは目黒君と楠君が進行方向に座ることになる。

こういうとき３人ないし４人グループで座席を向かい合わせにしておけば、向きを変えな

くて済むので楽だ。予想通り姫路からたくさん乗ってきた。そうやって大勢乗り込んでく

る中、元から乗っている人が座席の向きを変えたりすると、お互い気分のいいものではな

いけど、途中で進行方向が変わることを知っている乗客などほとんどいないのだろう。

「姫路城は？」

　楠君が聞く。

「在来線では見えにくいけんの。でも、

さっきの新幹線では見たんやろ？」

「それがよう分からんかったんや」

「あれだけ目立つのに」

「こっちやの？」

　と山側を指差す。

「そうや。でも、おかしいの。まぁ在来

線なら、播但線からのほうが見えやすい

かも」

　10 時 45分発車。私にとっては４年ぶ

りの播但線である。あとの２人は多分、私にとって初めての本格的な旅である高校１年が

終わった春休みの秋田旅行で一緒に乗って以来ではないか。播但線は姫路を出ると、すぐ

高架に入る。これはそのときから変わっていない。

　すると、左手に姫路城が見えてきた。在来線なら播但線からのほうが見えやすいという

のは、４年前に乗って実際に見たから言えることで、私も高校１年以来乗っていなかった

ら、こんな的確なアドバイスはできなかっただろう。

「お、見えてきた」

　新幹線とは見える角度が約 90度は違うから、違う城を見るようだ。でも、新幹線とは

違って、特急といえどもスピードはそう速くないから、その分ゆっくり眺めていられる。

ただ、あいにく反対側の窓になるから、写真には撮りづらい。席はかなり埋まってきたか

ら、席を移って撮るということもできない。

　乗っている人はカニや温泉目的の人が多い。ビジネスマンらしい人はあまり見られない。

家族や友達同士、会社の社員旅行、といった団体客がほとんどだ。社員旅行の一団はどこ

でもそうなのだろうけど、既に顔の赤い一杯やった感じのおじさんがいたりして騒がしい。

そういう人が何人かいるから、余計輪をかけたように盛り上がる。私もお酒は好きだから

人のことは言えないけど、公共の場では特にきれいに飲まないと、とこういう人たちを見

る度にそう思う。

　間もなく高架区間は終わり、「はまかぜ」の愛称に反して播磨平野の延長の市川沿いの

平坦なところを走る。何とものどかな田園風景だ。まだ勾配区間には入っていないような

ので、スピードも特急らしく景色が一瞬で過ぎ去っていく。

　そんな播但線も電化されている。といっても、全線ではなく寺前までの距離にして４割

程度の区間である。ここまでは上に書いたような田園風景の平坦地で、電化がしやすかっ

たのだろう。私などはこういうローカル線に電化する必要があるのだろうかと思うほうだ

けど、電車は気動車より速度も速いし、車両効率の面でもいいのだろう。だからかどうか
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知らないけど、隣の加古川線は全線電化されている。

　この播但線や加古川線が電化されたのは、そういう理由だけではないようだ。平成７年

の阪神淡路大震災の教訓で、山陽本線が不通になったときに、その代替路線としての陰陽

連絡線が非電化では何かと不都合が生ずるので、それをきちんと機能するようにするため

の電化のようである。たしかに山陽本線とその周辺の路線が電化されていれば、迂回して

も電車による通し運転ができる。あの地震のとき、寝台特急の迂回運転などが時刻表に

載っていたけど、迂回すること以上に余計に所要時間がかかっていたのは、非電化区間で

のディーゼル運転があったからだ。でも、寺前から先はトンネルの断面が小さいなどの理

由で、電化するのは大掛かりな工事になるとのことで、まだ手が付けられていない。電化

はいいけど、走っている車両が山手線や大阪環状線で使われていた国電の103系では味気

ない。第一、103系ではロングシートなので景色が見づらい。

　依然平坦な区間を走る「はまかぜ」は

田んぼと市川の見えるところをひた走る。

京口と
こ う ろ

香呂で上りの普通列車と行き違っ

て、11 時 04分に福崎に着いた。平坦な

ところを走ってはいるものの、単線にも

かかわらず本数が多いので、当然行き違

いが多く、姫路からここまで表定速度は

時速 55キロにも満たない。準急並みの

速度である。ここでも社員旅行らしい20

人近い団体などたくさん乗ってきて、私

たちの乗っている４号車はほぼ満席と

なった。

　福崎から十数分で寺前に着く。電化区間はここで終わりである。地図を見ると播磨平野

はここで尽きている。これから進む北のほうを眺めると、背の高い山々が連なっている。

今からこの山へ突っ込むのかと思うと、勾配を克服するために造られた 181系といえども、

大変だろうと思われる。

　３人が久しぶりに揃ったので、話も盛り上がる。近況報告が主な内容だけど、目黒君と

楠君はあまり連絡を取っていないようなので、２人の会話はより弾んでいる。

　私も一緒にみんなと話に花を咲かせていたけど、ここで席を立って、デッキやトイレ、

ドアなどを撮ってくる。40年近く走ってきたこの車両も傷みが激しく、かなりくたびれ

ている。でも、そこに味が出てくる。最近のステンレス車両にはない「ぬくもり」を感じ

るのだ。

　播但線は先ほども書いたとおり、ここから山に入る。まるで別の線になったかのように

カーブが増えてくる。市川の流れも一段と細くなる。駅間も寺前までは３キロに１駅くら

いのペースだったのが、６、７キロに１駅と倍くらいになっている。列車の本数に至って

は、寺前以北では半分以下に減っている。とても同じ線とは思えない。エンジンは唸りを

上げて、勾配に挑んでいる。

「はまかぜ」はだんだん高いところに入って、今は正に山の中を走っている。田んぼはも

うほとんどない。４年前に乗ったときは雪が積もっていて、併走する播但自動車道も通行

規制がかけられていたのだけど、今日は残雪すらない。天気もよく、冬というよりは春先

のような陽気だ。

　11時 32分、銀山で有名な生野に着く。播但線では福崎でまとまった乗車があった以外

はあまり乗ってこなかった。ここ生野が播但線内の最後の停車駅である。
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　寺前から長谷、生野、
に い

新井と駅間が８キロほどある駅が続く上に、沿線風景も変化がな

いので少々退屈になってくる。生野の手前で分水嶺を越えたので、「はまかぜ」の走りも

少しは楽になったようだ。川の流れも逆になり、今度は円山川に沿っている。

　円山川がだんだん太くなって人家も増えてくると、右手から山陰本線の線路が近づいて

きて、あるいはこっちが近寄っていったのか、合流すると和田山に着いた。11時 51分で

ある。朝からけっこう乗ってきたのに、まだ昼前というのは何だか妙な気がする。

　レンガ造りの機関庫が歴史を感じさせ

る。この近くでは福知山が国鉄時代から

のそういった古いものを残していたけど、

近代化工事とやらですっかり面影がなく

なってしまった。だから、和田山のよう

な駅はいつまでも残っていてほしいと思

う。楠君も、

「ああいうんはええのぉ」

　としみじみと言う。

　ところで、播但線に入ってから、寺前

までは「はまかぜ」は準急並みに遅いと

まで書いたけど、やはり福崎までが一番

遅く、むしろ山に入った寺前－和田山間のほうが時速 63キロと健闘しているのである。

播但線全体では時速 61キロそこそこで、寺前までの遅めの速度を押し上げている。

　これは寺前－和田山間の列車本数の少なさから来る行き違いの少なさと駅間の距離が長

いゆえの駅の少なさが逆に速度を上げているのだ。単線だから行き違いがあると、どちら

か先に着いたほうが道を譲らなくてはならない。これは特急も各駅停車も関係ない。それ

に駅を通過するときは特急といえども速度を緩めて進入しなくてはならない。どちらも高

速運転には悪条件である。そうなると、行き違う列車も通過する駅も少ないほうがたとえ

単線でも速く走ることができるということができる。寺前までの電化区間は本数が飛躍的

に増えたけど、それが特急の速度向上を妨げる結果になってしまっている。もっとも、

「はまかぜ」の播但線内での速度は今も昔もそう変わってはいない。

　ここからは山陰本線である。あと１時

間20分ほどで浜坂に着く。これまでは特

急らしく停車駅は少なかったけど、山陰

本線に入ると、これが増えてくる。

　先述のとおり、城崎温泉までは福知山

線経由の特急「北近畿」が１時間に１本

走っている状況だから、そんなところへ

１日３往復の「はまかぜ」が入ってきて

も、あまり乗降は見られない。

　車内販売がやって来た。楠君が、

「ビール飲もうで」

　あまり昼間にお酒は飲まないのだけど、

今回はいいだろう。３人で決めないうちに楠君はもうワゴンを止めて注文をしている。

350ミリリットル缶を１本ずつで、遅まきながら再会を祝して乾杯をする。昼間に飲む

ビールは体全体に染み渡るようだ。楠君は上機嫌である。350ミリリットル缶ではすぐに

なくなり、もっと飲みたいような勢いである。
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　右手にはもうすっかり大きな流れになった円山川が悠然と流れている。そんな車窓を眺

めながらのビールもなかなかいいものである。沿線には少し雪が残っている。まだ２月の

末だから雪が「残っている」という表現も妙だけど、今年は冬が早く来すぎたせいで春も

前倒しでやって来たのか、２月はあまり寒くなかった。寒くないから、雪も早々に解けて

いったのだろう。

　12時 19分着の豊岡で若干、12時 29分着の城崎温泉では大量に乗客が降りていった。

私たちが乗っている４号車はここで半分が降りた。この城崎温泉には夕方に戻ってくる。

「城崎」ではなく、わざわざ「城崎温泉」と断るのは、昨春のダイヤ改正で、城崎から城

崎温泉に駅名を変更したからだ。駅名は城崎でいいと思うのだが、ここ 10年から20年の

間、こういう観光客に迎合したような駅名変更が多いのが気になる。城崎ほどの駅がそこ

までしなくても、人のほうで集まってくるのだから別にそのままでいいのにと思う。

　車内は静かになり、いくぶん落ち着い

てきた。次の竹野には「かにカニはまか

ぜ」が停まっている。今日会うのはこれ

で２回目である。たしかこの列車も７両

編成だった思う。ここから日本海が広が

る。「はまかぜ」は姫路で進行方向が逆

になるおかげで、海側の席を取ると、瀬

戸内海と日本海の両方を見ることができ

る。

　竹野の次の佐津にも連続して停車する。

普段は停まらないけど、この時期だけの

臨時停車である。その佐津で残りのほと

んどの乗客が降りてしまった。中には発泡スチロールの箱を持った人もいる。福崎で乗っ

てきた社員旅行の一団も降りていった。

「多分、カニを食べさせてくれるところがあるんやろ」

「それにしても、すごいな。よっぽど美味いんやろの」

「こっちはもう何人かしか残ってない」

「回送みたいや」

　さらに静かになった「はまかぜ」は最

後の力走を続ける。浜坂まではもう少し

だ。

　香住に着いた。ここでも何組かが降り

ていく。カニで有名な香住らしく、ホー

ムに大きなカニのハサミの模型がある。

人の身長以上もある巨大なハサミだ。こ

の手の看板を最近よく撮るようになった。

だから、旅先での撮影枚数が異様に増え

たのだと思うけど、例に漏れず、このハ

サミも撮る。

　竹野からはトンネルと日本海が交互に

現れる。変化に富んで面白い。そうすると、鎧を通過する。駅周辺には若干の集落があり、

ホームのすぐ後ろは日本海だ。日本海側も天気はよく、波も穏やかなようだ。

　鎧を出るとトンネルに入り、すぐ抜けると少ししてまた入る。このトンネルを抜けると
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余部鉄橋だ。鎧を通過するとき、

「ここ出て、２つ目のトンネル出たら、

いよいよやで」

「ええのぉ。どんなんかいの」

「それは高いところを走る」

　楠君は初めての体験だ。私たちは先月

「出雲」に乗ったときに通っているけど、

夢の中であった。それ以前となると、５

年ぶりとなる。目黒君など初乗り以来

乗っていないかもしれない。

　そして、その２つ目のトンネルを抜け

る。ぱっと辺りが開ける。一瞬、空を飛

んでいるかのような錯覚を覚えるが、

「はまかぜ」はちゃんとレールの上を走っている。周りを見渡すと眼下に日本海が見え、

集落が見える。左手遠方には山が連なっている。普段どおりに窓外を眺めていたら、本当

に宙に浮いているように感じる。高さ40メール以上では近くに何も見えなくて当然であ

る。わずか数秒の空中散歩であった。

　ここからは内陸を走る。浜坂病院が左

手に見えてきて、岸田川を渡ると 13 時

14分、浜坂に着いた。大阪から４時間弱、

もう少し乗っていたいような楽しい「は

まかぜ」乗車であった。

 

　次に乗るのは今来た道を戻る豊岡行き

である。折り返し時間はわずか３分しか

ない。この間に「はまかぜ」の編成全体、

ヘッドマーク、行き先標などを撮る。で

も、浜坂駅はあまり大きい駅ではないの

で、撮影をしながらでも３分もあれば、

十分間に合った。間もなく発車。「はまかぜ」の編成も７両あれば壮観である。

　降りるのは２つ目の駅の餘部である。２つ目だから、すぐに着いてしまう。13時 31分、

ぞろぞろと 10人弱が降りていく。地元の人と思われるのは１人か２人で、あとは全部私

たちと同じ目的で降りたようだ。それらしい装備に身を包んでいる。

　ここで降りたのは余部鉄橋を渡る列車

を撮るためである。もっとも、私たちが

滞在する２時間ほどの間に通る列車は今

降りた列車とあとで乗る列車を除くと２

本だけである。そのうちの１本の「はま

かぜ４号」がメインである。「はまかぜ

４号」はさっきまで乗っていた「はまか

ぜ１号」の折り返しだ。これを撮るため

に３分後に出る上り列車で折り返してき

たのだ。
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　余部鉄橋は有名な撮影地で、山陰本線

を走る特急、急行はおろか旧型客車を連

ねた普通列車も含めて、長大編成の列車

がたいへん似合うところである。しかし、

今やこの鉄橋を渡る特急は「はまかぜ」

の他には寝台特急の「出雲」だけで、急

行は既になく、あとは１、２両の短い編

成の気動車の普通列車が走るだけである。

３月には「出雲」が廃止されるので、以

降は「はまかぜ」だけがこの鉄橋を通る

優等列車となる。

　ただ、この余部鉄橋も近々コンクリー

ト橋に付け替えられるという。明治 43年に架けられたこの橋も補強を重ねてきたけど、

老朽化には勝てなかったようだ。保守の面でも費用がか

なりかかっていたらしい。コンクリート橋にするために

地元の自治体が相応の負担を決めたにも関わらず、「出

雲」が廃止されることになり、何のための付け替えかと

いう地元の反発の声も強いらしい。でも、地元の新聞に

よると、１両に数人しか乗っていないときもあるという

から、廃止やむなしという感じでもある。

　さて、余部鉄橋を撮影しようと意気込んで降りたもの

の、餘部駅に降りるのは初めてのことなので、よく見る

写真の撮影場所は一体どこなのか分からない。インター

ネットで余部鉄橋に関するものを調べてみると地図が添

付されていて、それによると駅から近いらしいのは分か

るのだが、どのくらいの距離かがつかめない。

　しかし、ホームに下りると、その不安はたちまち解消

された。ホームの先に赤い鉄橋があり、その脇には「撮

影場所はこちら」と書かれた標柱が立っている。その矢

印の方向に目をやると、山の中腹に狭いながら平坦なス

ペースがある。どうもここから撮るらしい。

　解説文を読んだり、鉄橋の真下から上を見上げてみたりする。すると、ガタンガタンと

音がして、２両編成の気動車が豊岡方面からやって来た。慌ててシャッターを切ったけど、

うまく撮れているだろうか。不意打ちに

合ったようだけど、時刻表では調べて

あったので、完全など忘れである。これ

で撮れる列車は「はまかぜ」だけになっ

てしまった。

　この列車からも多くの人が降りてきた。

これは豊岡行きから降りた以上の人数だ。

その大半の人はホームの端に立っていた

おばさんに引率されて山を下りて行った。

胸にはバッジを付けていたから、カニツ

アーか何かなのだろう。このおばさんは
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降りたときから気になっていて、鉄橋のガイドかなと思ったりもしたのだが、全く違って

いた。

　例の撮影場所へ行く。そこから見た光景は正に普段見ている写真そのままの風景であっ

た。南西から北東を見るような格好で、鉄橋は目の前を東西に走っている。鉄橋の向こう

には穏やかな日本海が広がり、空は晴れている。そして、何より順光なのがいい。とても

２月とは思えないような陽気で、寒さなど全く感じられない。

　既に何人かいて、それぞれが思い思いの場所を取って「はまかぜ」を待っている。と

いっても、まだ 20分ほどあるから手持ち無沙汰である。寒くないといっても、日本海に

は白波が立っているから、多少たりとも風が吹いている。じっとしていると、だんだん寒

くなる。

「どうや、斉さん、撮れそう？」

「そうやの、この辺ならいけるやろ」

　目黒君と楠君はもう一段高いところか

ら撮るようだ。こうやって訪れてみて、

よかったと思うのは、今日が平日である

ということだ。今ここにいるのはせいぜ

い10名ほどだろう。このくらいなら、お

互いが邪魔にならず、気兼ねなく撮影が

できるけど、週末だったらそうもいくま

い。場所取りだけでも大変そうだ。

　いよいよ時間が来た。「はまかぜ４

号」は上り列車だから、西からやってく

る。つまり、向こうからではなく、こちらから向こうへ去っていくので、編成のお尻を

ちゃんと捉えないと左右に偏った構図になってしまう。

　遠くからレールの音がして、徐々にそれが大きくなる

と、エンジン音も重なってきて、かなりの騒音になる。

そして、ついに「はまかぜ」が鉄橋を渡る。ここでも７

両のボリュームのある編成が絵になる。かつてのような

十数両の長大編成は望むべくもないけど、これくらいの

編成なら長すぎず短すぎずちょうど長さいいだろう。

　かすかな軽油の臭いを残して、「はまかぜ」が去って

いった。何だか宴の後のような雰囲気に包まれる。これ

から次の列車が来るまでの１時間半近くをここで過ごす

ことになる。

「で、どうする？」

「何もなさそうやし」

「とりあえず、日本海のほうでも出てみるか？」

　つづら下りになっている坂道を下りていく。撮影で上

から見るのとは大違いで、下から見ると改めてその高さ

に驚かされる。そんな余部鉄橋を支える朱に塗られた幾

何学模様の橋脚は美しくさえある。

　40数メートルもの高さを曲がりくねりながら下りたので、倍くらいの距離を歩いたの

ではないかと思うくらい時間がかかって、やっと下に辿り着く。周りにあるのは民家ばか

りで、民宿の看板も出ているけど、それらしい建物は見当たらない。鉄橋の真下の草の生
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える更地を歩いて、国道178号に出る。

　その脇に観音像が立っている。傍らの

説明文を読むと、昭和 61年に起きた列車

転落事故で亡くなった人たちの慰霊碑で

あった。この事故は昭和 61年 12 月に、

余部鉄橋を渡っていた回送列車が強風に

煽られて直下のカニ加工工場に転落した

事故である。私はまだ高校生のときのこ

とだけど、ニュースで大きく報道されて

いたので、よく覚えている。

　今日はそんなことが起きた場所とは思

えないほど穏やかである。心地よい風を

受けながら日本海のほうへ歩いていく。

　長谷川という小さな流れが日本海に注

いでいる。その河口付近に「平成水明の

郷」という小さな公園がある。そこから、

これも小さな弁天橋を渡る。そそり立つ

岩に沿って遊歩道のようになっていると

ころを少し歩く。余部海水浴場と書かれ

ているけど、当然人気はない。目の前に

は青い空に青い海が広がっている。風の

割には意外と波は荒く、岩に砕けている。

波がしぶきを上げるところを何枚か写真

に収める。

　一通り撮影を終えて時計を見てみると、

まだ１時間近くある。慰霊碑の近くに喫茶店があるので、

「そこで茶でも飲むか？」

「ええのぉ」

　と話していたけど、目黒君が、

「近くに酒屋があったやろ？そこ行ってみんか？」

　というと、楠君もそれに同調して行っ

てみることにした。

　私はもちろん、目黒君も楠君もこの辺

で有名なお酒は何なのか分からない。城

崎にあるかもしれないから、私としては

城崎で探したいところだが、２人がお酒

を見てみたいという気持ちになっている

から、行こうということになった。

　国道 178号を南に向いて酒屋を目指し

て歩いているので、頭上にある余部鉄橋

からだんだん遠ざかっているはずなのに、

どこまで行っても空を圧しているかのよ

うな迫力がある。空中に赤い真一文字の線を引いたようにも見える。

　少し行くと、食料雑貨の店があったので入ってみる。野菜、果物、お菓子、パンなどが
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並び、切花も置いてある昔ながらのお店

だ。その中の飲み物のところにお酒が

あったので手に取ってみる。ワンカップ

の日本酒だ。楠君はそれをまじまじと見

ている。結局、２種類あったのを両方と

も買っている。

　店を出てさらに歩いて酒屋に着いた。

静かな落ち着いた感じで好感が持てる。

日本酒のコーナーを見てみる。さっきの

食料雑貨の店で見たのと同じ銘柄のお酒

がある。「香住鶴」という。４合瓶で純

米酒や吟醸酒など何種類か並んでいる。

それを一つひとつ見て吟味する。いろいろ迷っていると目黒君が、その中の期間限定と書

かれた瓶を指差して、

「それにしよう」

　という。その一声で期間限定のお酒に決めた。期間限定という言葉には弱い。

　そうこうしているうちに、あと 20分というところまで迫ってきたので、そろそろ駅に

戻る。駅からだいぶ離れたところまで歩いてきたから、あまりのんびりとはしていられな

い。酒屋へ行く途中、近道を見つけていたので、その道を通る。田んぼの広がる田舎の道

だ。ちょっとした集落の中に店が数件と小学校があるだけで、あとは田んぼだけである。

こういう駅に降りることは滅多にない。これも余部鉄橋のおかげで、日本海を眺めながら

もうしばらくぼぉーっとしていてもいいなと思った。

　橋の真下まで来る。ここから駅への最後の坂を登る。緩くもなくきつくもない坂で、目

黒君と黙々と淡々と登っていく。楠君は写真でも撮りながら登っているのかと思ったら、

私たちと同じように駅を目指して登ってきている。明らかにペースが遅い。振り向くと、

いつもかなり後方にいる。３人の中では一番体力がありそうなので意外だけど、駅に着く

まで差は縮まらなかった。

「えらい遅かったでないか」

「２人とも早いわ」

「いや、普通やで」

「そうか？体力落ちたわ」

「前の仕事で体力使っとったやろうに」

「言うても、運動はせんけんの」

「それは俺らもしてないわ」

「でも、斉さんは仕事で重いもん持っと

るし、目黒君は通勤でもまれとるでない

か」

「そりゃ、そうやけど」

　楠君は写真関連の仕事に就いていた。

写真の撮影はことのほかハードな仕事だと思うのだが、使う体力が違うのだろうか。少し

すると、浜坂方面から豊岡行きがやって来た。15時 26分発。

　クロスシートに一人がいるかいないか程度の混み具合だから、私たちは難なく座ること

ができた。贅沢にも通路を挟んで両側にクロスシートを２つ占拠し、目黒君と私は海側に

座った。でも、数時間前に見た風景をまた見るだけだから、あまり車窓風景には執着しな
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い。ただ、鉄橋を渡るときだけは、ゆっくり走る普通列車だけにじっくりと楽しんだ。

「さて、これから泊まる城崎の温泉やが…」

　と私がガイドブックを広げる。楠君がそれを見て、

「この７つの外湯、全部入ろうで」

「全部入れるかどうかは分からんけど、入ってみたいの」

「全部も入らんでええやん」

　目黒君は消極的だ。風呂は１回入れば十分と考えているようだ。昨秋の
あ き う

秋保温泉でもそ

ういう感じであった。だから、今回もどっちでもいいといった風だ。

　ガイドブックには温泉郷の地図も載っているから、それで風呂だけではなく、どんな店

があるのか調べてみる。

　城崎温泉にはたくさんの旅館があり、そのどれもがカニを食べさせてくれる。でも、悪

天候のためにいいのが揚がらない場合がある。

　だから、何とも言えないので、宿の周

辺の寿し屋などカニを食べさせてくれる

店も調べておく。もっとも、不漁が原因

でいいカニが出せないようなら、どこへ

行ってもいいものは出てこないわけで、

結局は宿がどんなカニを出してくれるか

にかかっている。といっても、カニに関

してそこまで舌が肥えているわけではな

い。

　のんびり走っても 40分程度で着いて

しまう。16時 06分、城崎温泉着。

　特急「きのさき３号」や特急「タンゴ

ディスカバリー１号」くずれの快速列車などが相次いで到着して、どのホームもごった返

している。この豊岡行きからも京都行きの特急「きのさき 10号」に乗り換える人がいて、

ちょっとした「ラッシュ」になっていて、この人ごみは改札まで続いている。その集団に

もみくちゃにされながら改札を通る。

 

　駅前もまたホームの続きで大勢の人で

賑わっている。今日は平日である。でも、

若い人からお年寄りまで幅広い年齢層の

人で溢れている。駅前には旗を持った宿

の人が立っていて、その向こうにはマイ

クロバスが停まっている。

　駅の隣に七湯のひとつの「さとの湯」

があり、そこにも人が群がっている。そ

れを横目に宿に向かって歩く。まずは宿

で旅装を解かないことには何も始まらな

い。

　道の左右には土産物売り場が並ぶ。そ

のほとんどでカニが売られている。この辺りは津井山漁港のものが有名だ。安いもので

5,000円程度、高いもので15,000円くらいするものもある。見ていると、まだ動いている

カニもいて買って帰りたくなる。
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　地酒にも目が行く。「但馬」などとい

ういかにもこの地方の名前の一升瓶があ

ると、これも買いたくなるけど、もう

「香住鶴」を買ってあるので、今回はや

めておく。

　そういった店を見ながら歩いていると、
おおたに

大谿川に出た。右手には踏切があり、小

さな鉄橋が架かっている。

　今度はその大谿川に沿って歩く。川沿

いに柳が並んでいて、川には小魚が泳い

でいる。水は澄んでいてきれいだ。時折

り石造りの橋があり、欄干を見ると昭和

９年に架かったとある。架けられてから 70年以上にもなる。それだけに小さいながらも

風格が感じられる。ただ、川沿いの道はあまり太くない上に歩道がなく、そこを車が往来

しているので、のんびりと歩くというわけにはいかない。

　両岸には川を臨むように宿が並んでいる。その宿に交じって土産物売り場、飲食店や共

同浴場があり、徐々に温泉街の雰囲気が漂ってくる。

「あとでこれ入ろうの」

「そうやの。入れるだけ入りたいの」

　目黒君はやはり興味がなさそうな表情だ。せっかくの温泉なのにもったいないなと思う。

「あ、ここや」

　と楠君が言う。目の前に「やまとや」と書かれた宿が

ある。昔ながらの日本旅館といった感じの宿である。同

じような建物が並んでいるところなので、通り過ぎそう

になった。広めの玄関に下駄がずらりと並んでいる。声

を掛けると奥から男性の声がして、すぐ女性が出てきて

部屋まで案内してくれる。木の階段はみしみしと軋み、

木の廊下は赤いカーペットを敷いている。そこに年季を

感じさせる。

　案内された部屋は８畳ほどの広さで、３人で過ごすに

はちょうどいい。備え付けられている宿帳に名前などを

記入して少し休憩する。

　時間は 16時半を回ったくらいで、夕食には早いし、

テレビを見たり横になるにはもったいない。でも、目当

てのカニは 18時からということなので、しばらく時間

がある。テーブルにあった「
どっこすい

独鈷水」という地元の銘菓

を食べる。朝の「柿の葉寿し」から何も食べていないか

らちょうどいい。しばらくして楠君が、

「そろそろ行くか」

「そうやの」

　幸い宿に入湯券があり、７つある共同浴場の全てに何回でも入ることができる。そうと

決まると、浴衣に着替えなくてはならない。服のままだとお風呂に出入りする度にいちい

ち脱いだり着たりするのが面倒くさい。浴衣ならその点は楽だ。上から丹前を羽織って、
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さっそく行こうと思う。

　今から勇躍温泉に浸かりに行くのはいいが、少々気がかりなことがある。というのは、

私の足の爪のことである。私の両足の親指の爪が妙に盛り上がっているのだ。昨秋、東北

へ行ったときに、平泉、奥入瀬川、山寺とさんざん歩き回ったのは作品を読んでいただい

ている方はご存知だろう。そのときに履いていたシューズが悪かったのか、足の親指が圧

迫されて痛かった。旅から帰ってしばらくすると、両方の親指の爪が紫に変色している。

原因はシューズのせいだというのは分かったけど、いずれ治るだろうと今まで放っておい

た。

　ところが、旅に出る２週間ほど前に右足を柱にぶつけてしまった。そのときに親指の爪

が半分ほどはがれた。痛みはそれほどでもなく出血もなかったのでホッとしたけど、爪は

宙ぶらりんになってしまった。でも、これをはがそうとすると痛い。風呂に入ると皮膚が

柔らかくなるので、そんなときに爪を動かしてみると少しははがれてきた。それでも、と

ても怖くて一気に全部取ってしまおうなどとは思わない。どうやら、紫になった爪は死ん

でしまっていたようで、はがれた部分をのぞいて見ると、下から新しい爪が生えてきてい

る。それで爪が盛り上がっていたらしい。そういうわけだから、あくまで自然に取れるこ

とを期待していた。期待するといっても、さすがに靴下はそのままでは履けず、テーピン

グといったものも持ち合わせていないので、絆創膏２枚を使って爪を保護、固定してから

履くようにしていた。常にそうしているから爪はなかなか取れず、とうとう旅先まで連れ

てきてしまった。

　幸い、足袋が備えられていた。宿としては、防寒のために用意してくれたものなのだろ

うけど、私は爪の保護に使わせてもらう。これなら下駄を履いても気にならない。これで

安心して温泉街を闊歩できる。

　下駄を履くのは随分久しぶりのことである。カラコロと音を立てて歩いていると、楠君

が、

「ええ音鳴らすの」

「そうか？」

「履き慣れた感じや。どうやって鳴らっしょん？」

「いや、
かかと

踵を摺るように歩いたら、こういう音が出る」

　楠君は感心したような面持ちでこちらを見ている。

　始めに行ったのは「一の湯」で、入り口からいっぱいだ。それでも中に入れてくれる。

「一の湯」とは、江戸時代の医師・香川修得が「天下一の湯」と推奨したことに由来する

とのことで、受験生に人気があるという。

　中に入ると、浴槽は広いのに狭く感じ

るくらい人がいる。体を洗って、その浴

槽に入る。今日はそう寒くはないけど、

温泉に浸かるとやはり気持ちがいい。頭

にタオルを乗せて顔を洗うと、微かに塩

の味がする。そのためかどうかは知らな

いけど、芯まで温まる。奥には洞窟風呂

もあり、それにも入る。岩が迫ってきて、

まるで洞穴のようだ。ただ、一つのス

ペースの真ん中を竹の壁で仕切ってある

だけだから、隣の女風呂から声が聞こえ

てきて気になってしまう。
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「一の湯」を出たところで、まだ 17時半だからもう一箇所は入ることができる。続いて

行ったのは宿を通り越して、ロープウェイ方面に少し行ったところにある「御所の湯」で

ある。そのロープウェイの登る大師山はうっすらと白くなっている。２月でこの程度の雪

なのかとも思うけど、この暖かさでは仕方がない。これでは雪見酒はできそうにない。

「御所の湯」とはその名の通りで、昨年

の夏に御所のような造りにリニューアル

された。それまではどんな建物だったの

かは知らないけど、何となく雅な感じが

する。

　こちらもいっぱいだというが、そのま

ま入れてもらう。２回目に入る風呂は、

もうお湯に浸かるだけだから、掛け湯を

して入るだけだ。もっとも、外湯と言っ

てもお互いが数百メートルしか離れてい

ないような密集地帯だから、どの風呂も

同じお湯である。違う外見の違う浴槽だ

けど、同じお湯に浸かって 15分ほどで出る。こちらは露天風呂があって、岩肌に滝が流

れていた。

　それにしても、２つの外湯に入ったけど、どちらの店員も客が出てくるや、すぐに「○

○さんです」とその宿の名前を挙げて下駄を出してくる。私たちのときもそうであった。

不思議に思ってよく見ていたら、私たちが着ている浴衣や丹前、履いてきた下駄には宿の

名前が記してあった。それはそうであろう。これだけ入れ替わり立ち代わりやってくる客

の風貌だけでその泊まっている宿まで覚えていられるものではない。一人で思わず苦笑し

た。

　まだ10分か15分ほどあるので、この風呂に入る前に見つけていた「御所の湯」の向か

いにあるアイスクリーム屋に入った。客は女性ばかりだけど、男が入っていけないことは

ないから構わず入る。楠君は、

「ジェラートが好きなんや」

　と言う。目黒君や私はこういうところへ来ると決まって、

「俺らはソフトクリームでも食べようか」

　楠君はマンゴーのジェラート、私たちはソフトクリームを注文する。風呂上りのアイス

クリームというのもビールとは違っていいものである。冬であることを忘れさせるくらい

体が温まっているせいでもある。宿を出たときには浴衣に丹前では少し肌寒さを感じたも

のだけど、今は日の落ちた少しばかり冷たい風も心地よい。

　そろそろ18時も近いから戻ることにする。戻りながら寿司屋などを見つけ、

「ここええかも知れん」

　夕食が終わったあとに宿を出て食べようということになったときのために目星を付けて

いるのだ。なかなか値段も張るようなので期待できそうだ。結局、夕食以後は外に出な

かったから、名前も覚えていないけど、次に来ることがあれば行ってみたい店である。

　その向かいにある土産物売り場に天ぷらなどが売られている。駅から宿へ向かっている

ときから「カニ棒」というのがあり、ちょっと気になっていたのだが、この店にもそうい

う札が付いているので、夕食後の宴会に食べたいと楠君が言う。でも、あいにく売り切れ

であった。もう18時ともなると閉店間際だから、新たに焼いたりはしないのだろう。

　最後に宿の向かいに酒屋があったので、地ビールと普通のビールを買って宿に戻る。い
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ろいろ周った割にはまだ18時前である。

　部屋に戻ってしばらくすると、個室に

料理を用意したから来てください、と声

がする。いよいよ待ちに待ったカニ料理

である。

　大きなテーブルに茹でガニ、焼きガ二、

カニの刺身が大皿に並べられていて、カ

ニ味噌に食前酒のワイン、甘エビまであ

る。脇のテーブルにはカニスキ用のうど

んと具材が置かれてある。茹でも焼きも

刺身も各人がそれぞれ１パイずつはある

ような量で、１人あたりでいうと３ハイ

か４ハイにはなりそうな量だ。

　このボリュームには完全に度肝を抜かれた。と同時に、この途方もない量なら存分に楽

しめるぞと思った。この宿の特色はカニの刺身を出すことで、見てみると、虹色というか

玉虫色というか艶々とした新鮮そうな剥き身である。この時点で、風呂上りに見た寿司屋

のことは頭の中からすっかり消えていた。

　このカニ料理を前に、いかにも小市民

的なことだけど、食べる前に各々お膳を

写真に収めている。そのためにわざわざ

部屋からカメラも持ってきている。こん

なことをすると、育ちが知れるとは思い

ながらも撮る。それが終わると３人とも

黙りこくってカニと格闘しながら賞味し

ていく。

　それにしても、カニの刺身は大変食べ

にくい。殻に着いてなかなか離れないの

だ。その点、焼きガニや茹でガニはす

るっと取れて食べやすい。それでも、刺

身の透明感は新鮮味を引き立たせ、口の中でかすかな甘みを残してとろけるような食感だ。

焼きが二や茹でガニは身がプリプリしており、非常に柔らかい。何も付けなくても十分に

美味しい。

　部屋には時計がなく、テレビもないか

ら時間が全く分からない、というより時

間を忘れている。カニと奮戦しているか

ら頭の中はカニ一色で、競走馬のごとく

一心不乱である。大皿のカニをあらかた

片付けた頃、

「ところで、今何時？」

　という楠君の声で我に帰った。という

とオーバーに聞こえるかもしれないけど、

それほど夢中になっていたということだ。

目黒君が携帯電話の時計を見ると、

「もう８時回っとる」
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「え、そんなになるんか？」

　たしか宿の案内では、夕食時間はたっぷり２時間取ってあります、と書いてあった。で

も、まだ最後のお楽しみのカニスキが残っている。２時間ではとても食べ切れるものでは

ない。ただ、食べているのは部屋とは別の個室なので、少々時間を過ぎても何も言われな

いのだろう。

　カニスキは足や甲羅の部分の他に野菜、卵、うどんがある。これらを入れて食べる。そ

のうどんの太いこと。

「むちゃくちゃ太いで」

「こんなん見たことない」

「三重の伊勢うどんでもここまで太うはないやろ」

「しかし、卵が入ったら、さらにうまみが増すの」

　そのカニスキも食べて、もうこれ以上は入らないというくらいに満腹になった。しばら

くはカニはいいと思うくらい食べた。時間は 21時になろうとしている。本場のカニはさ

すがに違うと思わせる美味しさであった。

　カニ尽くしは終わって、部屋に戻ってあらためて宴会だ。さっき買ってきたビールとつ

まみで始める。もちろん、「香住鶴」も交えてだ。カニを食べていたときは、あまり飲ま

なかったというより飲めなかったので、これから本格的にやる。

　テレビを見ながら明日の予定を確認する。明日は出石へ行く。出石は城下町で、そばが

有名だ。ガイドブックにもそば屋がたくさん載っている。私としてはどちらも楽しみたい

ところだ。以前から気にはなっていたけど、鉄道から離れているため、一度も行く機会が

なかった。こういうところは今回のように道連れがいる旅で、そこへ行くように決めてお

かないと、私一人ではなかなか足が向かない。

　ニュースを見て、ああだこうだと意見を言い合ってみたり、今日は金曜日だから、その

あと例の深夜番組を関西キー局で初めて見たりした。そうするうちに、夜は更けていき、

床に就いたのは２時くらいだったろうか。目黒君が一番に横になって、楠君も私も知らな

いうちに寝てしまった。

 

　朝は６時半に目覚ましをセットしていたのだが、昨夜寝るのが遅かったから７時まで二

度寝をした。そして、楠君と朝風呂に入りに出かけた。昨日と同じ「一の湯」だ。寝ぼけ

た頭に熱めのお湯は気持ちいい。しゃんとする。体をきれいにして、一風呂浴びて外へ出

ると、これまた朝のそよ風が体を覚ますのにちょうどいい。いい気分で宿に戻ると、目黒

君はまだ寝ていた。

　８時からご飯を食べる。朝食も個室に用意されている。部屋で食べるのが一番いいけど、

布団の上げ下ろしでバタバタすることを考えると、個室もまたいいかもしれない。メ

ニューはご飯に味噌汁、焼き鮭、漬物、といったごく普通のメニューだ。昨夜はなかなか

ボリュームがあっただけに庶民的でホッとする内容だ。朝風呂のおかげかご飯がたくさん

入る。いつもは一膳で終わるところを二膳頂いた。お酒は残っていないようだ。

　８時半頃に部屋に戻って身支度をする。といっても、あとは洗面道具を片付けるくらい

で、服や時刻表、カメラなどは既にカバンに入れてある。宿を出るまで 30分ほどあるの

で、ゆっくりしていられる。

　いつも思うことだけど、こういう温泉宿はやはりチェックインの始まる 15時くらいに

入るのがベストだと思う。そのほうが現地でたっぷり時間が作れる。それに夕食まで数時

間あるというのは、朝にこうやってバタバタすることを考えると、非常に有効な時間だと

思う。もっとも、同じ宿にもう連泊するのであれば、こういう問題は解決するのだけど、
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一泊すると翌日は次の目的地へ移動するから観光地での時間と温泉宿での時間の調整にい

つも苦慮することになる。昨日、宿に入ったのは 16時半くらいだったし、今日も 17時前

になりそうだから、宿ではなかなかゆっくりできない。

　９時前に帳場へ下りて、勘定を済ませる。これから出石へ行くと言うと、出石のそば屋

の割引券をくれた。それに加えてお土産に夫婦箸までくれて、９時頃に宿を出る。何とも

落ち着いた日本旅館であった。

　昨日の夕方ほどの人はまだ出ておらず、

朝風呂に入る人がちらほら見えるくらい

である。でも、橋を渡って駅前通りに出

ると、少し賑やかになってくる。カニを

売る鮮魚店などに人が多い。このカニは

今朝獲れたものだろうか。艶々している。

昨夜のカニの刺身を見るようだ。

　９時 10分頃、城崎温泉に着く。こち

らもまだ人はまばらだ。これから乗るの

は９時 16分発の天橋立行きの快速列車

で、豊岡から特急「タンゴディスカバ

リー 64号」になる。だから、車両も特

急用車両だ。楠君が、

「うわ、こんなうまげな車両…。これに乗るん？」

「そうや。これで豊岡まで行く」

「特急みたい」

「豊岡から特急になるけど、それまでは快速や」

「それでこんな車両なんや」

　乗ると、わずか３両ではあるけど、特

急にふさわしい車両で、座席が一段高い

位置にあるハイデッカーになっている。

ホームを見ると、いつもは頭上に見る号

車札を見下ろしている。しかも、窓は天

井まで続く大型窓だ。これに豊岡までの

10分だけ乗るのは何とももったいない。

豊岡から先、特急になっても「周遊きっ

ぷ」のゾーン内なら特急列車乗り放題だ

から、終点の天橋立まで乗っていける。

そう思うと、二重に惜しい。９時 16分、

発車。

　昨日は右手に見た円山川を左に見て進む。小型の船が土砂運搬用のボートを引いている。

それがいくつも見える。

「よっけ行き来しよるの」

「ホンマやの。工事でもやんりょんかいの」

　時間があれば、対岸に見える玄武洞にも行きたいところだけど、その時間が取れるかど

うか分からない。ただ、玄武洞と言っているのは私だけで、あとの２人は出石一辺倒だか

ら、あまり形勢はよくない。でも、出石だけで終わってもいいとも思っている。９時 25

分、豊岡着。

25



　豊岡に降りるのは多分初めてだと思う。

駅舎はどこでも見かけるもので、冬の朝

のやさしい陽射しを受けている。今日は

快晴である。これからバスに乗って出石

へ行く。 

　豊岡駅前にはタクシーや乗用車がたく

さん停まっている。ロータリーの真ん中

に島のようになった小さなコンクリート

の一段高いところがあり、そこが豊岡駅

のバス停である。バスは９時29分発で接

続時間はわずか４分しかない。でも、バ

スの姿は見えず、まさか早発ということ

はないだろうけど、少し心配になったので、駅にある観光案内所でバスの時刻表をもらっ

てくる。そうしているうちにバスがやってきた。時刻表によると、このバスは豊岡駅が始

発ではなく、豊岡病院というところから出るようになっている。だから、必ずしも時間通

りに発着するとは限らない。私たちを含めて10人足らずが乗り込む。

　豊岡駅を出たバスは駅前通りを東へ向かう。少し行くと、左手には明治に建てられたよ

うな洋風建築の白い豊岡市役所が見える。こういう建物が今でも現役で使われているとい

うのは、何とも趣きのあるものである。

　豊岡市民体育館が見える交差点で右折すると、円山川の支流である戸牧川の細い流れに

沿って国道 312号に入る。そこを 15分ほど走ると、左折して大きな橋で円山川を渡る。

土曜日のためか豊岡方面への車の量が多い。ここからは国道 312号に別れを告げ、国道

426号に入る。

　今度は川の左側を走る。しばらくすると、円山川から分かれた出石川に沿う。道はだん

だん細くなり、国道からも分かれて出石を目指す。バスはぎりぎりまで出石川に沿って、

出石の街中に入り、10時に出石に着いた。

「晴れの北近畿は春の陽気」の続きを読む
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